




















































































































































































































































の Xiaomi や Huawei と同じようなプロセスをたどって成
長し始めているスマートフォンのメーカーがインドに数
社、さらにバングラデッシュやフィリソピンにも出てきた
ことです。同じような流れで、ベトナムにも数年以内には
スマートフォンのメーカーが出てくると思います。
　そうなったときに、ハードウェアの分野でも国内企業が
台頭してくれば、その国の電機電子産業が急成長する段階
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に入ると思います。サムスンがベトナム北部に巨大な産業
集積をしているので、ベトナムの部品メーカーやベンダー
を育成する大きな機会になると思います。
　ベトナムの産業で、もう一つの大きな問題は、国内の
モータリゼーションが進むときに自動車産業がどうなるか
ということです。政府の産業政策では自動車産業を育成す
ることになっていますが、タイが圧倒的に大きな自動車生
産大国なので、タイと競争するのは難しいでしょう。自動
車メーカーが ASEAN に進出する際は、タイとインドネ
シアに拠点を置くのが基本戦略になっていますが、自動車
産業が育たないとベトナムは産業の一番コアなものを欠い
た国になってしまいます。つまり、ベトナムが産業国家と
して伸びるかどうかのポイントは、自動車産業が育つかど
うかということです。自動車産業は、一度できてしまえば
長期に渡って優位性を確保できる
し、自国の工場から国内市場に供給できるということで、
貿易収支の面でも効果が大きいと思います。
　自動車産業のタイからベトナムへの移転が、おそらくあ
と数年のうちに始まると思います。部品はタイや中国から
供給するかたちでいくとすれば、ベトナムはタイと中国の
ベンダーを利用できることになり、産業上の非常に優位な
ポジションにあると思います。
　さらに、タイの1.4倍くらいの１億人近い人口がいるわ
けで、国内市場への期待感もあります。長期的に見ると、
ベトナムは自動車産業をきちんと育成すれば面白い国にな
ると見ています。
　そして先ほどのサムスンの話ですが、韓国はウォン高が
修正されつつあるとはいえ、国内では人件費も上昇して中
国以上に競争力が低下しているので、サムスンや LG に
とってベトナムが主要な生産拠点になるのはほぼ確実だと
思います。
６ 　各国で異なる成長性と不安要素
　次はミャンマーです。ここは既に繊維産業、軽工業の工
場進出が拡大しており、これから先、経済が成長していく
のは確実です。また、農業のポテンシャルも高く、農業分
野が独自産業として拡大していくでしょう。ただ、問題は
やはりインフラ建設のスピードが極めて遅いことです。ベ
トナムは、そのスピードが急激に速くなったのと同じよう
に、ミャンマーもどこかでそういうプロジェクトの進行
ペースが速まらないと、「期待の星」で終わってしまうの
ではないかと思います。
　問題は、今年11月の総選挙でアウン・サン・スー・チー
率いるNLDと与党とがどういう比率になるかということ
です。政治混乱を防いで経済成長を優先させることができ
ればこの国は伸びるだろうし、タイとは違う道筋をたどる
と思います。
　フィリピンは既に一定レベル以上の成長を遂げた国で
す。この国の大きな要素は人口が１億人と多く、人口構成
がベトナムに比べても若いということです。また、人口の
10％が海外で働いているために、海外から送金があるとと
もに、海外とのネットワークを持っています。国民の７割
は一定以上の英語を話せるため、IT あるいはビジネス・
プロセス・アウトソーシングの受け皿として非常に成功し
ています。
　今、面白いのは、製造業の工場進出が加速しているとい
うことです。これはベトナムと同じような状況であり、中
国からの移転の受け皿になっています。インフラが整って
いることと、マネジャークラスの人材の層が厚く、英語で
コミュニケーションできる点が大きいと思います。
　フィリピンも、１人当たり GDP が3000ドルを超える段
階にきています。これを超えれば国内市場がいちだんと拡
大し、製造業がさらに成長するというプロセスに入ると思
います。
　インドネシアは石炭と LNG が資源輸出としてあるもの
の、原油価格下落の影響を受けて LNG が下がったために
輸出の伸びが衰えたことと、石炭輸出の大半を占める中国
に急激にブレーキがかかっています。
　インドネシアは産業国家として成長しているように見え
ますが、産業の多くは国内市場向けであり、輸出型の製造
業は少ないのです。将来的に見て、資源輸出依存を脱却で
きない限りは成長のエネルギーが出てこないと思います。
　タイは政治の混乱を抱えており、さらに先日は爆弾テロ
がありました。犯人はウイグル族だといわれていますが、
そうであればまた大きな問題が生じます。一つは中国との
関係です。中国との関係を重視するあまり、不法入国した
ウイグル族を中国へ強制送還したとすれば、中国依存が深
まります。中国とタイは同じような発展段階にあり、なお
かつ一党支配的で強権的な体制である点が共通していま
す。民政移管は、ますます遠ざかるでしょう。
　もう一つは、爆弾テロが日常化してくる可能性がありま
す。その対象が工場や道路といったインフラ関係まで広が
ると、タイは今の中国と同じようにギリギリの強権と治安
維持の体制をとらざるを得ないことになると思います。
　実際に、消費は坂道を下るように悪化しており、タイは
今、出口が見えなくなりつつある状態です。その分、タ
イ・プラス・ワンが加速していますが、これは途中経過に
すぎず、いずれ本格的にタイの生産優位が崩れると工場そ
のものがカンボジア、ラオス、ミャンマーに完全に移転す
るでしょう。タイ国内の環境規制や税制は、製造業が国外
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に逃げて行くプロセスを促すようなものになっています。
また、陸の ASEAN の交通備がタイを中心に発展してお
り、それが今まではタイにとって追い風になっていまし
た。しかし今後は、そこを通ってタイから製造業が出て行
くプロセスに入ります。
７ 　新段階に入ったASEANビジネス
　ASEAN全体のお話を少しいたします。ASEANは多様
性というものを許容した上で統一しており、これが今後の
ASEAN を考える大きなキーワードになります。すなわ
ち、ベトナムとタイの違いやそれぞれの優位性、そこに
ミャンマーやカンボジア、ラオスが入った複雑な組み合わ
せがあり得ると思います。
　だいたい1995～2005年の間、世界の目が中国に向いてし
まって、ASEANにとっては非常に不利な時代でした。し
かし今は、ASEANが中国とインドの両方に面した位置に
あり、太平洋とインド洋にアクセスできるという地政学的
優位性や、FTAをどんどん拡大したことによって、貿易
の利便性が生まれました。１国では完結しないものの、す
べての国を集めると中国に近いような幅広い産業集積を
持っているという点、そして中国と違ってゆっくりではあ
るけれど健全なかたちで中流層が成長しているという点
が、ASEANにとって非常に大きな意味があると思います。
　以上をまとめると
・中国の減速が、ASEAN にとって極めて強い追い風に
なっている
・ASEAN の中で見るとMVP、すなわちミャンマー、ベ
トナム、フィリピンが新しい成長のプロセスに入った
・タイとインドネシアは減速あるいは構造的な問題を抱え
ている
・日本企業は、かつて中国に進出したときとは違ういろい
ろなパターンで、ASEANで成長しようとしている
　すなわち、ASEANビジネスは新段階に入ったと私は思
います。
質疑応答
Ａ　ベトナムの今後の発展ですが、重化学やインフラを整
備していく場合、自動車産業がどうなるかについて、ベ
トナム政府の本気度がよく分かりません。自動車産業を
含めて産業を展開していくにあたって、どのへんが一番
のポイントになるでしょうか。
後藤　やはり、国内市場が求める車を現地生産した方がい
いでしょう。1990年以降の日本の自動車産業の戦略は、
売れる場所で作るという点に尽きます。
 　ベトナムは、まず国内で売れる車をいかに生産するか
がポイントです。交通インフラの面から見て、当分は自
動車に依存したかたちでいかざるを得ないとすれば、小
型車やエコカーがこの国向けに開発されると思います。
日本で言えば軽自動車的な１リッターあるいはそれ以下
の小型車を、この国が独自の規格で作ることになれば、
ダイハツやスズキなどにとっては面白い市場になるで
しょう。国内市場で売れる車を見つけて、それをベトナ
ムに進出してきた自動車産業に対してインセンティブを
与えて作らせるという方法です。
 　国内で鉄を生産している国は、いずれ自動車産業が伸
びます。これは日本の1950年代以来の鉄則ですが、鉄工
産業のないタイは、ある種の限界に直面せざるを得ない
ということになります。
 　ですから、ベトナムで自動車産業が伸びる余地は十分
にあると思います。ハノイとホーチミン以外は人口密度
がそれほど高くない点も、自動車が普及する大きな要因
になると見ています。
Ａ　最近、ベトナムでちょっと話題になったことで、キヤ
ノンさんが国内に生産を戻して、製造をロボット化し
て、というお話がありました。今までは先進国が安い人
件費にひかれて進出するという流れがありましたが、こ
のロボット化や３ Dプリンタといったものによって製
造のパターンが変化することについて、ぜひご意見をお
聞かせください。
後藤　製造業は、人を減らして機械で商品を作れないかと
常に考えています。ロボットの生産設備なら24時間365
日稼働できるし、そこに経済効率性があるわけです。し
かし、新しい製品がどんどん出て、それを設備変化だけ
で対応するのは難しく、やはり人間の方が柔軟で効率も
いいでしょう。従って、自動化には限界があります。
 　人間は自分で対応を進化させる、つまり自己進化力と
いうものがあり、それが実際は現場の改善提案や現場の
声を生産あるいは設計にフィードバックするということ
です。そういったことができれば、自動化とか日本国内
への生産回帰の動きといったものをそれほど恐れる必要
はないと思います。
 　必要なのは、教育基盤です。ベトナムは工業大学が比
較的多いので理工系人材の宝庫になっていますが、もっ
とベースになる、ワーカーレベルでものづくりに対する
知識基盤を持たせるような教育システム、日本でいえば
工業高校のようなものを拡充すれば、ベトナムは非常に
面白い国になるのではないかと思っています。
